




 

 われわれは日本人小児の高脂血症に関する疫学的並びに臨床的研究の一部面

として,日本人の小児の血圧測定についての研究を行なうにあたって,まず小児

の血圧の疫学的研究,とくに国際的・国内的な血圧測定値の相互比較のためには,

血圧測定値の客観的記録の必要性が考えられたので,血圧情報の客観的収集・表

示機構について検討し,今年度は次のような成果を得ることができた。 

 われわれは,現在国際的に広く用いられている聴診法による間接血圧測定法

にまつわる一連の問題にアプローチするために「多目的自動血圧測定装置」を

開発・試作し,その概要を報告してきた 1-5)。 


